
中学年分科会 授業実践

第４学年 社会科「水はどこから」

【提案２】学習過程の工夫
「問い」の解決を繰り返し、

学びを深める学習過程
主体的な問題解決のための単元デザイン
探究的な要素を入れた問題解決の過程



主体的な問題解決のための単元デザイン



第１時 問いをもつ



「学習問題」

水道水は、誰がどのようにして私たちに
届けているのだろうか。

第２時 問いをもつ

みんなの「問い」を整理して学習問題をつくろう。



第３・４時 追究する

外部の人材を活用
水道キャラバン出前授業

実感を伴う理解を
目指した。

振り返りの充実
毎回の振り返りをムーブノートに記録



第５・６・７時 追究する

・水をきれいにするために、どのようなことをし
ているのでしょうか。
・ダムや水源林は、どのような働きをしているの
でしょうか。

調べたことを互いに伝え合う
協働的な学びの充実



６つの貴ワー
ドを

第１０時 まとめる

「水は、どのようにつくられ、送られてくるのか」
まとめよう。

６つのキーワード
を活用してこれま
での学習をまとめ
よう。

・水道
・水再生センター
・海
・水道水源林
・ダム（せき）
・浄水場



第１１時 いかす

限りある水を使い続けるために、自分ができ
ることを考え、活動する。

水飲み場



実践の成果

・本実践を通して、児童
が水道水の安全で安定的
な供給事業が組織的に行
われていることについて
理解することができた。

・共有体験や外部人材の
活用、chromebookの有
効活用により、児童が自
分事としてとらえること
ができた。


